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　7月18日から8月10日までの24日間、豊橋市の姉妹都市アメリカ合衆国オハイオ州トリード市で開催さ

れた「トリード インターナショナル・ユース・アカデミー2009」に今年も豊川市国際交流協会との共催で、

高校生10名を派遣しました。 

　2010年米国・トリード市との姉妹都市提携10周年を記念し、トリード市で開催される「豊橋ユースオーケストラ・豊橋少年少女合唱団」の
演奏会やトリード市民との交流会に参加するとともに、文化・芸術や経済など多くの分野で世界をリードする「国際都市ニューヨーク」を訪れ、
その魅力を楽しんでいただくため、「友好親善市民訪問団〈トリード・ニューヨーク音楽と芸術を訪ねる7日間の旅〉」を企画しました。 

トリード　インターナショナル・ユース・アカデミー2009について 
　トリード国際姉妹都市協会がトリード市の姉妹都市等に呼びかけ開催し、今年は日本、スペイン、フランスなどの生徒が参
加。同世代の青少年が交流でき、互いの信頼関係を築きあげるカリキュラムを設定。滞在期間中は全てホームステイをして
アメリカの生活を体験。豊橋・豊川からの参加は今回で7回目。 

<お申し込み要項> 

○期　　　間：平成22年3月27日（土）～4月2日（金） 

○旅 行 代 金：240,000円（2名1室）（エコノミークラスご利用） 

　　　　　　　※燃油サーチャージが別途必要です。 

○応 募 資 格：（財）豊橋市国際交流協会賛助会員の方。同時加入可（年会費3,000円） 

○参加申込金：30,000円 

○受 付 開 始：12月1日（火）10：00よりJTB中部豊橋支店にて 

○申 込 締 切：2月19日（金）17：00まで（定員になり次第締め切り） 

○募 集 人 員：30名（最少催行人員25名） 

○利用予定ホテル：トリード：ヒルトンガーデンイントリードペリスバーグ 

　　　　　　　　　ニューヨーク：ヒルトンニューヨーク 

　　　　　　　　　※相部屋はお受けできません。1人部屋を希望の方は別に63,000円必要です。 

　　　　　　　　　※ビジネスクラスご利用をご希望の場合はご相談ください。 

○申　込　み：㈱JTB中部　豊橋支店  TEL/0532－54－6712  FAX/0532－52－3160　メール/y_suzuki647@cub.jtb.jp

＜派遣された高校生のみなさん＞ 

尾川晴菜、原田彩子、杉山聖、中野陽子、高橋

明日美、神野なつこ（以上豊橋市） 

橋本悠佳子、岡田太絵子、松本怜子、藤田曜大 

（以上豊川市） 

　奥様の故郷である豊橋で3年間過ごし

た後、一昨年8月にイタリアに帰国。現在、

演奏活動のほか、教育省の「音楽を用い

た人格形成プロジェクト・サックスコース」

の新設により国立中学校でサックスとソ

ルフェージュ、小学校2校で音楽の授業

を持つ。 

平成19年度豊橋親善大使　サックス奏者 

ステーファノ・ボヴェーリオさん 

第6回　中世にタイムスリップ 

　平成19年度豊橋親善大使（イタリア・パヴィーア在住）

のステーファノ・ボヴェーリオさんが四季折々の旬のイ

タリアレポートをシリーズでご紹介します。 

集団を指揮する長のベッド 
（その他の兵たちは別のテントで雑魚寝です） 

矢の作り方を教わる少年 

大きなパンとひと休みの風景 

2010年　豊橋トリード姉妹都市提携10周年記念 

レポート 

平成21年度高校生海外派遣事業 

みんな笑顔で行ってきまーす 

トリード・豊橋姉妹都市委員会フーバー 
委員長の激励に思わずにっこり 

ボリューム満点の料理 

日本文化の紹介 全員集合！ 

　私たちは今、修道院の周りに広がる平原に立っています。

時は14世紀、二つの敵軍が争う向こう側には野営のテント

がたくさん見えます。これは中世のヨーロッパによくある風景

ですが、実は今、マジェンタの戦いを思い起こさせるお祭りの

真っ只中なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　中世の暮らしや戦いを忠実に再現するこのお祭りは、ヨー

ロッパ各地に存在する多くの団体が協力し行われます。パヴィー

アから約３０ｋｍに位置する村Morimondo（モリモンド）には、

5月の終わりごろ、イタリア、スウェーデン、イギリス、ポーランド、

フランス、スイスの団体が集まりました。お祭りは3日間にかけ

て行われ、参加者はテント

を組み立て、中世の衣装

を身にまとい、当時のまま

に生活をします。今日の

道具の使用はできません。

火をつける時も料理のレ

シピも方法も、全て中世の

やり方に従い、当時のテン

トに宿泊しながら、戦場で

の暮らしに従事します。

武器や防具を作成したり、

磨いたり、服を直したり、

戦争の準備をするだけで

なく、音楽家たちの演奏に身を任せて踊って楽しんだりもし

ます。当時の戦いは午後や夜にかけて行われていました。

二つの軍隊が対極から隊列を組んで平原に進み、各々の

紋章の旗を持つ騎士、歩兵、弓兵などが、役割ごとに戦闘準

備の位置に就いたら、鼓舞の叫び声と太鼓の音で戦いが始

まります。まず、双方の弓兵がそれぞれの敵に向かって矢を

放ち、飛んでくる矢は盾で防御します。その後、歩兵が進み、

剣や槍、斧を使い、体当たりの戦いが繰り広げられます。日

の入りに松明が灯れば、いっそう魅惑的です。 

　日中、女性は野営の陣地で食事の支度や子守りをし、そ

の子どもたちもまた、中世の衣装に身を包み、祭りに参加して

います。男性も食事の支度を手伝っていました。陣地内を通

ると、寝床、台所、店、単に日差しを遮り食事のできるところな

ど、いろいろなテントがあり、銅鍋や鉄鍋で食材を煮た料理

のにおいを感じることもできます。そのほとんどが鳥、牛、豚、

うさぎなどの肉やソーセージ、豆類や野菜を一緒に煮込んだ

土色のスープです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　このお祭りでは、見物客は本物さながらの戦いを見たり（救

急車も準備されています）、野営キャンプの中での暮らしを

間近で見たり、手作りの武器や防具（飾り用です）、アクセサ

リー、布、陶器などを買うこともできます。私たちは修道院の

中庭に設営された中世の居酒屋で当時の料理やビールを

楽しみ、五月晴れの中世の雰囲気をひとときだけ味わいまし

た。 

6 7


